
【
日
本
物
理
学
の
第
一
歩
】

地
磁
気
測
定
に
世
界
的
業
績

　
「
中
で
も
田
中
舘
博
士
の
名
を
世
界
的
に

し
た
の
は
日
本
地
磁
気
測
量
の
仕
事
で
あ
っ

た
。
～
今
な
お
世
界
中
で
最
も
完
璧
な
報
告

と
の
定
評
が
あ
る
」

　
田
中
舘
の
一
人
娘
田
中
舘
美
稲
は
『
私
の

父
田
中
舘
愛
橘
』
で
こ
う
伝
え
る
。

　
地
磁
気
と
は
、
地
球
の
持
つ
磁
石
と
し
て

の
性
質
、
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る

地
場
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
地
点
の
地
磁
気

は
偏
角
、
伏
角
、
水
平
分
力
の
三
要
素
で
表

さ
れ
る
。

　

方
位
磁
針
の
示
す
北
を
目
指
し
て
い
け

ば
、
北
極
点
に
た
ど
り
着
け
な
い
。
つ
ま
り

地
図
上
の
北
極
と
地
球
磁
石
の
北
極
（
北
磁

極
）
は
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
。
し
か
も
地
磁

気
は
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
。

　

田
中
舘
愛
橘
が
東
京
大
学
の
学
生
時
代

だ
っ
た
約
１
３
０
年
前
の
地
磁
気
の
観
測

は
、
日
本
に
お
け
る
地
球
物
理
学
の
第
一
歩

で
あ
っ
た
。

　
田
中
舘
の
地
磁
気
の
研
究
は
、
３
人
の
外

国
人
教
師
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
と
ユ
ー
イ
ン

グ
、
さ
ら
に
そ
の
後
任
の
ノ
ッ
ト
に
指
導
を

受
け
る
と
い
う
好
運
に
恵
ま
れ
て
始
ま
っ
て

い
る
。

　
１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
、
大
学
２
年
の

夏
に
は
富
士
山
頂
で
重
力
や
地
磁
気
を
観
測

し
、
翌
年
夏
に
は
札
幌
に
出
掛
け
、
翌
々
年

に
は
鹿
児
島
、
沖
縄
、
小
笠
原
諸
島
で
観
測

を
す
る
精
力
的
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
も
当

時
は
、
東
海
道
本
線
や
東
北
本
線
な
ど
の
鉄

道
も
な
く
、
交
通
網
・
手
段
が
全
く
整
わ
な

い
時
代
。
田
中
舘
た
ち
の
日
本
の
地
磁
気
解

明
に
か
け
る
意
気
込
み
を
想
像
で
き
よ
う
。

　
そ
し
て
１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
に
は
外

国
人
教
師
ノ
ッ
ト
と
と
も
に
日
本
全
国
の
磁

気
測
量
を
手
掛
け
た
。
田
中
舘
は
日
本
南
半

分
と
朝
鮮
の
南
部
を
、
北
半
分
は
ノ
ッ
ト
と

学
生
の
長
岡
半
太
郎
が
担
当
し
た
。
こ
の
と

き
田
中
舘
は
、
自
身
が
考
案
し
た
「
エ
レ
ク

ト
ロ
マ
グ
ネ
チ
ッ
ク
方
位
計
」
を
用
い
て
測

定
し
て
い
る
。

　
従
来
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
製
器
機
で
は
数
十

分
も
か
か
っ
た
観
測
が
、
田
中
舘
考
案
の
方

位
計
で
は
数
分
も
要
し
な
く
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
30
分
ご
と
の
観
測
も
可
能
に
な
り
、

地
磁
気
の
日
変
化
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
田
中
舘
の
電
磁
力
の
応
用
と
い
う
、
そ
れ

ま
で
と
は
全
く
異
な
る
新
し
い
原
理
の
「
エ

レ
ク
ト
ロ
マ
グ
ネ
チ
ッ
ク
方
位
計
」
は
、
イ

ギ
リ
ス
エ
ジ
ン
バ
ラ
の
王
認
協
会
の
英
語
論

文
に
載
る
な
ど
、
世
界
的
・
独
創
的
業
績
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

後
年
、
田
中
舘
は
語
っ
て
い
る
。「
学
問

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯⑥

は
、
役
に
立
つ
か
立
た
な
い
か
よ
り
は
、
役

に
立
て
る
か
立
て
ら
れ
な
い
か
が
問
題
で
あ

る
」
と
。
実
学
の
精
神
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

地
磁
気
の
観
測
デ
ー
タ
は
現
在
で
は
、

カ
ー
ナ
ビ
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
菅
原
孝
平
＝
田
中
舘
愛
橘
会
副
会
長
、
二

戸
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
）

地磁気と地震の関係
　田中舘愛橘は約120年前の濃尾地震の際、「地磁気と地震の
間に関係があるかもしれない」と考えたが、証明できなかった。
ところがその後、岩石は加えられた応力に応じて磁気を発生す
ることが指摘された。
　2008（平成20）年６月の岩手・宮城内陸地震で、世界で初
めて地震発生と同時に地磁気の変化を観測した。地震直後の揺
れを感知して警報を出す「緊急地震速報」より早く揺れを予測
できる期待が高まった。
　田中舘の考えは、現実となってきた。

　【ミニコラム】　　考えが現実に

当時の観測の様子（田中舘愛橘記念科学館提供）
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